
今回の特集は森林環境学習「やまのこ」事業です。

中部森林整備事務所管内には３つの「やまのこ施

設」があり、それぞれの特色を活かしたプログラム

が展開されています。どの施設とも充実したプログ

ラムで子供たちがうらやましいくらいです。

（砂田）

県内の人工林は、戦後に植林され保育作業を必要とす
る林分が多くを占めていました。ところが、森林資源が
次第に成熟するにつれ、間伐材でも十分利用可能な状況
になりつつあります。

また、世界の木材需要は長期的に増加傾向にあり、中
国における木材需要の増加やロシアにおける丸太の輸
出関税問題など世界貿易の状況に大きな変化が見られ
ます。このため国内の製材・合板業界では、国産材の利
用を拡大する動きが本格化しており、近隣府県でも大規
模な製材・合板工場等が整備・拡充され、滋賀県産材に
対する期待も高まってきています。

しかし、木材流通が世界規模になり、国際水準になっ
た現在の木材価格では、小面積で間伐材を搬出した場
合、コストも掛かり収益につながりません。「山は持っ
ているけど、間伐をするのにはお金がかかるしなぁ・・」
という声もよく聞きます。

そこで、複数人の森林をとりまとめて、間伐を行うよ
うにすれば、効果的な作業道を開設したり、高性能林業
機械を使えることになって、収益を上げやすくなりま
す。これを「施業の集約化」と言います。

施業の集約化には、専門的な知識と技術が必要です。
森林組合などの林業事業体がまとめ役になって、各森林
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集約化施業について
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今、野生のシカの被害が問題になっています。各地で駆除が

進められていますが、そのシカ肉の有効活用も必要です。銃で

撃ったりワナで捕まえたりは簡単にはできませんが、おいしく

食べることで獣害対策に貢献しましょう。
ﾁ ﾝ ｼ ﾞ ｬ ｵ ﾛ ｰ ｽ

鹿肉青椒肉絲

材料（４人分）

鹿肉(モモ)200g、ピーマン１個

カラーピーマン(黄) １個

カラーピーマン(赤) １個

サラダ油大さじ２、黒こしょう小さじ１、にんにく１片

Ａ(しょうゆ小さじ２、片栗粉小さじ２、ごま油小さじ２)

Ｂ(しょうゆ大さじ２、日本酒大さじ２)

Ｃ(片栗粉小さじ２、水大さじ１)、揚げ油適量

①鹿肉は繊維に直角に１センチ厚に切り、１センチ角の短冊に切

りＡに漬けこむ。

②ピーマン(赤・黄・青)は、縦半分に切りヘタと種を取り、縦５

ミリ幅にきる。

③フライパンに多めにサラダ油を入れ弱火に②のピーマンを軽

く揚げて、油を切っておく。

④③を中火にして、①鹿肉を入れてくっつかないように表面が

カリッとしたら揚げる。

⑤フライパンにサラダ油を熱し、にんにくのみじん切りを入れ

香りが立つまで炒める。

⑥ピーマン・鹿肉を入れ、Ｂを加えて炒め合わせる。

⑦Ｃの水溶き片栗粉を回し入れ、大きく混ぜてとろみをつける。

⑧器に盛り合わせてこしょうをふって完成。
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所有者の施業界※の確認作業を行い、所有者の合意の上
で、間伐に必要な経費や木材の販売見込み額を明らかに
した「森林施業プラン」を作成し、森林所有者にも分か
りやすい形で作業を行うこととしています。さらに、集
約化施業により作業道を整備して、いったん間伐が進め
ば、次回の間伐からは、その道が使えることや、間伐に
より成長が促進され、１本当たりの材積は増えることに
なりますから、生産効率や収益性は、さらに向上します。

集約化施業により、間伐をしてもらおうと思っても、
何から手をつけていいのかて・・・。

そんな時には、中部森林整備事務所や地元の森林組合
などに、一度ご相談ください。今のうちに施業界を明ら
かにして、将来につながる森林づくりを進めましょう。
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取
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荒神山を歩こう会 奥山文昭
連絡先０９０-２５２０-３６３

ハンググライダーが飛び交う光景に出会うことも

荒神山からの眺望は彦根八景にもなっている

（沖島方面を望む）

荒神山・人と森の会 久保忠三
連絡先０７４９-２８-０１３９

我々の仲間を募集しております。

山の作業に於いて

手袋は欠かせない。

草木の棘や枝はもち

ろん、蜂や蝮などの

危険生物、自分の使

う道具類、ウルシな

どからも手を守って

くれる。冬の寒さの中で作業が出来るのも手袋

のおかげだ。近年では、チェーンソーや刈り払

い機などの機械の震動を防ぐ手袋もある。

さらに、手袋には重要な役割がある。物をし

っかり握ることを可能にする。表面が粗く手を

傷つける物や滑りやすい物などをしっかり持つ

ことが出来る。作業能率を向上させるだけにと

どまらず、さらなる危険を防ぐことにも繋がる。

満身創痍の姿が微笑んでいる

― ご無事でなによりです ―

※施業界：施業（間伐など）を行う森林の境



『琵琶湖森林づくり事業』とは？

平成１６年 4 月に施行されました「琵琶湖森林づくり条例」の理念に基づき、琵琶湖と人々の暮らしを支える森

林づくりを進めるものです。県民の皆様から「琵琶湖森林づくり県民税」をいただき、「琵琶湖森林づくり事業」と

して様々な事業を実施しています。

平成 22 年度からの 5 カ年は、「急がれる県産材の安定供給体制の整備と地球温暖化防止森林吸収源対策による

森林の保全整備の推進」をテーマに取り組んでいます。

森林所有者の皆様へ ⇒ 環境を重視した森林づくり

県民の皆様へ ⇒ 県民協働による森林づくり

場 所 犬上郡多賀町藤瀬１０９０番地
連絡先 TEL 0749(49)0635 FAX 0749(49)0606
ホームページ http://takatori.tagatown.jp/

主な施設
宿泊施設(バンガロー9 棟、高取ハウス、山の家)、交流センター、共同炊事場、森
のドーム、木工芸体験施設、自然エネルギー施設、など

主なプログラム
森林ウォーク、森林レクチャー、山のお仕事見学・体験、木くずリサイクル学習、
木工クラフト、など

専任指導員からのメッセージ
森林に囲まれた高取山の裾野に広がる公園で、森林の役割について植樹、間伐、

伐採、枝打ち、加工、利用、リサイクル等持続可能な形で循環させながら利用し
ていく社会の一部を体験学習できるフィールドです。又、恵まれた環境で育った
樹木、草花観察ウォークを含め魅力ある楽しい森林環境学習「やまのこ」を体験
し生徒たちには素敵な思い出を作ってほしいと願っています。

「やまのこ」は県内にある８つの『やまのこ施設』と県
内それぞれの小学校とが連携して行う森林環境学習です。

「やまのこ」で行われるプログラムは、施設の指導員と
小学校の先生が協議して作ります。プログラム内容は、森
林ウォーキング、樹木観察、自然体験ゲーム、間伐・枝打
ち体験、薪づくり体験、炭焼き体験等があります。単純な
学習とならないように、楽しみながら学習出来るよう遊び
の要素を取り込んでいるものもあります。その中で森林と
人の関わりを学ぶことが出来るようにしてあります。プロ
グラムによっては、事前学習や事後学習を実施することも
出来ます。事前学習では、森林の役割や、人や多くの生き
物が森林から得ている恩恵を考える時間など、学校の授業
の中に取り入れます。事後学習では、発表会をしたり感想
文を書いてもらったりして、児童の理解度を確認します。

当初は様々な課題もありましたが、今ではかなり円滑に
実施出来るようになりました。これも、施設のスタッフと
学校の先生方の努力の成果だと思います。

今回は、中部森林整備事務所管内の３つの『やまのこ施
設』を紹介します。

場 所 彦根市日夏町宮前４７９４番地
連絡先 TEL 0749(28)1871 FAX 0749(28)1872
ホームページ http://www.nionet.jp/koujinyama/

主な施設
宿泊施設(宿泊室 14、集会室、学習室など)、創作活動棟、キャンプ場、営火場、
ウォークラリーコース(5 コース)、リバーボート(20 艇)、など

主なプログラム
ウォークラリー（自然観察）、グリーンアドベンチャー（樹木観察）、リバーボ
ート（森の恵み宇曽川観察）、焼き杉クラフト、など

専任指導員からのメッセージ
「美しい緑 清らかな光 澄んだ空気」に恵まれた豊かな自然の中で、荒神山

でのウォークラリーや宇曽川でのリバーボートを中心に、焼き杉クラフトや丸太
切り体験など、多彩な活動を行っています。また、宿泊施設を生かした体験型学
習（1 泊 2 日が主）はほかには見られない特徴でもあります。

今年 4 月からは「彦根市荒神山自然の家」としてオープンします。今後とも「や
まのこ学習」や地域の青少年団体・市民等に幅広く利用されることを希望します。

荒神山少年自然の家

森林環境学習「やまのこ」事業 編琵琶湖森林づくり事業 特集！ｐａｒｔ５

高取山ふれあい公園

場 所 東近江市建部北町５３１番地
連絡先 TEL 0748(20)5211 FAX 0748(20)5210
ホームページ http://www.yurinkai.org/

主な施設
ネイチャーセンター、作業小屋、自然観察路(約 3km)、林冠トレイル、あずまや、
自然観察施設ぽぽはうす、など

主なプログラム
森の生き物の話や注意、森のクイズラリー、森の自然を活かしたゲーム、木や竹
を使ったクラフト、など

専任指導員からのメッセージ
「森って楽しいところ！また来たい！」と子どもたちに思ってもらえるように

心がけています。そのために、どのようなプログラムがよいか学校の先生と十分
な打ち合わせを行い、季節や人数に応じたプログラムを作っていきます。いろい
ろなものを発見し、触れあい、学び…と、森の中ですごす一日はあっという間で
す。この一日だけではなく、また森へと足を運んで新たな発見をし、森への関心
を深めてもらいたいと思っています。

河辺いきものの森

森林環境学習「やまのこ」事業とは？

森林環境学習「やまのこ」事業とは、次代を担う子ども
たちが、森林への理解と関心を深めるとともに、人と豊か
に関わる力を育むことを目的にしています。具体的には、
県内の小学4年生が県内各地の施設およびその周辺林で、
間伐をしたり自然観察をするなど様々な体験をとおして
学習をします。「やまのこ」事業は、学校教育の一環とし
て位置づけられており、平成 21 年度には、県内のほぼす
べての小学校が参加することができました。子どもたちが
体験をとおして森林への理解を一層深めるために、さらに
プログラムの充実を図っていきます。


